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1. 諸言 

走行中無線給電は，航続距離の短さ，長時間の充電，車

両コストの高さといった電気自動車のバッテリーに起因す

る課題を解決する技術として注目を集めている．  

本稿では，二次元通信技術[1]を用いた走行中無線給電に

ついて提案し，自動車の 1/5 サイズで実験を行った．導波

路上各位置における伝送効率は最大で 87.3%，平均で

66.4%であった．二次元通信技術の利点を以下に示す． 

1. 導波路上に形成される近接場は垂直方向に対し指数

減衰するため安全性が高い． 

2. 受電カプラ直下に常に導波路が存在するため，車両

横方向の位置ズレに対し効率の低下が少ない． 

3. 厚みを薄くすれば，カーペットのように道路上に敷

くだけで敷設が完了するような導波路の制作が可能． 

2. WRR構造を持った二次元通信導波路 

本稿で提案する二次元通信導波路の断面図を図 1 に示す． 

WRR (Waveguide Ring Resonator [2])層を持たない導波路で

は X-Y 平面の導波路端で電波が反射し，一部がシート外に

放射する．WRR 層を持った導波路では，WRR 層の上下に

電磁界が集中するため，導波路端での放射損が低減される． 

上側誘電体層内を電波が伝搬する際に，メッシュ層表面

にエバネッセント場が形成される．メッシュ層表面のリア

クタンスが導波路内外のエネルギー比を決定する．本稿で

は内外のエネルギー比が 0.5%となる導波路を用いる． 

3. 実験 

電気自動車への応用を想定し，1/5 スケールでの実験を

行った．VNAで測定された Sパラメータと，文献[3]で示さ

れている kQ 積理論より最大給電効率を算出した．メッシ

ュ層から Z方向に 40 mmの位置に受電カプラを設置し， X-

Y 平面のカプラの位置をロボットで 50 mm毎に移動させた

際の給電効率を図 3 に示す．導波路内では定在波の影響で，

x 方向の位置ごとに 0-87%の範囲で効率が変動した．シー

ト内 WRR の横幅(130 mm) 以上，y 方向に位置がずれると

効率が大きく低下した． 

4. 結言 

本稿では, 二次元通信技術を用いた走行中無線給電を提

案し，自動車から 1/5 サイズの実験を行った． 導波路から

40mm直上で最大効率 87%を確認した． 
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図 3: 共振周波数 397MHzにおける各位置での給電効率 
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図 2: 実験環境 

 
図 1: WRR構造を持った二次元通信導波路の断面図 
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